様式第１０３

レディーミクストコンクリート品質検査成績表

	工事名
	

	受注者名
	
	現場代理人
	          印  
	専任技術者
	　　    　    印

	構造物
	
	製造会社名・工場名
	


	コンクリートの

品　質　特　性
	ｺﾝｸﾘｰﾄの種別
	呼び強度
	最低必要強度
	粗骨材の最大寸法
	スランプ
	空気量

	
	
	㎏/㎝2
	呼び強度×0.85
	　　　　　　㎜
	　　　㎝
	　　　％


	配　合


	水セメント比
	細骨

　材料率
	単　　　　位　　　　量　　　　（㎏/ｍ3）
	
	塩分測定器

　　名　称

	
	
	
	水
	セメント
	細骨材
	粗骨材
	混和剤
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　　　％
	　　　　％
	
	
	
	
	
	
	


	No.
	採　取
	スラ
	空気
	単位容積
	圧 縮 強 度 (㎏/㎝2)
	含有塩素イオン重量(㎏/ｍ3)
	アルカリ

総　　量

(㎏/ｍ3)
	備 考

	
	年月日
	ンプ
	量
	重　　量
	Ｘ 1 
	Ｘ 2 
	Ｘ 3 
	平均値
	Ｗ 1 
	Ｗ 2 
	Ｗ 3 
	平均値
	
	

	1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	平均
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	＊
	－
	－
	－
	－
	－
	

	4
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	6
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	平均
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	＊
	－
	－
	－
	－
	－
	

	7
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	8
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	9
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	平均
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	＊
	－
	－
	－
	－
	－
	

	10
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	11
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	12
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	平均
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	＊
	－
	－
	－
	－
	－
	

	13
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	14
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	15
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	平均
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	＊
	－
	－
	－
	－
	－
	

	16
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	17
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	18
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	平均
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	＊
	－
	－
	－
	－
	－
	


注　 1 ． 1 回の試験結果は、呼び強度の値の85％以上でなければならない。また 3 回の試験結果の平均値は、呼び強度の値以上でなければならない。

 2 ．上記の値以下のものがでたときは、備考欄に「不合格」と記す。

 3 ．＊は 3 個の平均値の平均値を記入する。

 4 ．コンクリート中の塩素イオン重量Ｃw計算式　Ｃw＝Ｋ･Ｗw･Ｘ/100(㎏/ｍ3)

　ここに、Ｋ:Ｃl-では1.00、ＮaＣlでは0.607、Ｗw:単位水量(㎏/ｍ3)、Ｘ: 3 回の測定値の平均値(％)

 5 ．コンクリート中のアルカリ総量Ｒt計算式　Ｒt＝(Ｒ20/100)･Ｃ＋0.9･Ｃl-＋Ｒm(㎏/ｍ3)

ここに、Ｒ2O:セメント中のアルカリ量(％)　Ｃ:単位セメント量(㎏/ｍ3)、Ｃl-:コンクリート中の塩素イオン重量(㎏/m3)　Ｒm:コンクリート中の混和剤に含まれるアルカリ量(㎏/ｍ3)

 6 ．専任技術者は、土木工事共通仕様書7.7.1に定める者とする。

